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改革改善
の考え方

①問題
点

緊急対応が発生した場合の職員体制

②改革
提案

母子生活支援施設（北方寮）、保護の委託先である長野県女性相談センターと福祉事務所が連携し、効果的な職員
配置で対応する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

女性保護を希望する件数は“0”であることが望ましい。平成25年度は北方寮で保護した件数は2件、平成26年度は一時保護
を受託したケースが1件あった。飯田市民が保護を依頼してきた場合は避難の意思を確認の上、適切に保護することが必要。

総事業費①+② 120 258 143 379

30 30

臨時職員所要時間

一般財源

人件費計（千円）② 107 107

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金 13 258 36 379

事業費計（千円）① 13 258 36 379 （県）女性保護事業委託金（10／10）

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　緊急避難事業　　5日以内　１日2,000円／1人
　　被害者、同伴児（者）
2　一時保護受託事業　 　4日以内　暴力被害者　7,730円／日
　　被害者、同伴児（者）　　　同伴時就学前児童　4,450円／日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　同伴時就学～18歳未満　2,450円／日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　同伴者　　　　　　　　　　　　2,050円／日

１　緊急避難実施
　
２　一時保護受託実施

１　　　  　0世帯

２　　　　  1世帯

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

１　母子生活支援施設（北方寮）を緊急避難、一時保護受託事業の指定施設とし、飯田市内外からの避難者を受け入れる。
２　被害者および同伴児（者）の支援
　　身体的、精神的に暴力を受けてきた被害者および同伴児（者）の受入れ、安全及び衛生の確保。
　　プライバシーの保護に配慮された生活場所の提供、入浴、被服及び日用品の提供。
３　暴力被害者の自立支援のための相談及び情報の提供。
４　自立支援に関わる関係機関との連携を行う。

成果
指標

安全な場所で自立した人数 5 0 5 5

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

日常生活の中で人権を尊重して行動している人の割合

一時保護、緊急避難件数 0

意図（どういう状態
にするか）

安全な場所で支援を受けることができる。
目
的

対象（誰・何を） 一時保護所入所世帯

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 25 共に歩む社会づくりの推進
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 子育て支援課 H27係等名 家庭係 H26係等名 家庭係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 21 終了
事務事業名 女性保護受託事業費

会計 一般会計
11 11

事業種別 政策

2 施策№ 25 事業№


